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論文内容の饗旨

目的:近年F-18標識7Jレオロデオキシグルコ-;えを用いたポジトロン断層撮影法 (FDG-PET)は、綴代謝を画像化する

代議主題像で多くの筒形癌において良慈性の鑑別、病期診断、原発巣検索、治癒後の効巣、残存鐙撃事診断に有用とされるが、

肝細胞癌における有用伎に関しでは不明である。一方、締癌において抗癌剤耐性iこ潔く関与する薬剤輸送蛋白である

P-Iyeoprotein (P-gp)の発現が、 FDG-PETでの standardi田 duptake value (SUV)と負の相関を示すという報告があ哲、

化学療法の効巣予測に有用であると考えられている。以上よ明肝細胞癌において術前のFDG-PETが麗蕩分化度、目千切除後

の予後およびP-gp発現の予測に宥用かを明らかにすることを本研究の目的とする。

方法:2003年5月から消防年8月までの2年閣の肝細胞露切除草主伊jのうち遠隔転移を認めず、前治療を施行していない

70例に術前 FDG-PETを施行し、癌部の SUVと癌害事・非癌部の SUVの比 (TNR)を測定した。勝療分化度を

He盟a加可Iin-Eo醐緑色iこて検索し、 SUV-TNRとの関連性についてt検定を郎、て検討した。次に、臨床病理学的因子を

用いた解析で予後出了としてのFDG-PETの意義を検討した。術後累積及び無再発生存率はKapl阻 -Me盟主法にて算出し、

各国子を層別化して10富臨止法にで比較検定した。多変量解析は Cox比例ハザードモデんを用いて行った。また、これら

の症例のうち m例についてはP-gp発現を免疫組織化学染色にて検索し、腫躍草分化度との関連性についてt検定を用いて、

SUV-TNRとの関連性について相関係数を用いて検討した。

結果:肝細胞婚では低分化型の呂UVは中分化型、高分イヒ型1=比べて有意に高値であった(p<O.OOOI，p=O.暗01)。また低

分化型のTNRは中分化型、高分化型に比べて有意に高値であった(p出血∞01，p=師自由2)。無再発生存主幹及び皐積生存曜は

TNR2.0以上の高値群で省意iこ低くくp=o.自2，p時 007)、多変量解析においても独立予後因子であった包企四tio，1.3;p 

。関/問Ikrati品1.6;p~O.02)。高分化裂の P-富p 発現は中分化型、低分化型に比べて有意にi昆{障であったくp~ o.OOOl，

p<O.oooI)o SUV及びTNRとP官p発現l孟負の相関を示した (r--0.44.p 創118，1.--0.47， p-O.oI)。

結論;肝細胞豊富において、術部FDG-PETIま駿療分化度、 2千切除後の予後及びP-gp発現の予測に有用である。本研究は、

FDG-PETを施行することによ型衛前に非侵重量的な方法で盤務分化gr.予後・化学療法の効果予測という肝細胞癒の治療戦

略に有益な情報を得ることが出来るということを明らかにした。

論文審査の結集 (J) 聖書皆

FDG目PETIま多くの面形癌においてその有用性が報告されているが、肝細胞癌におげる有用性1=関しでは不明である。目市

癌では、抗癌剤耐牲に関与する P-gly間世間油田 CP-怨〉の発現が、 FDG-PETでの品andardizeduptake value (呂UV)と

負の相関を示すという報告があ担、化学療法必効果予測に有用であると考えられているa本研究の目的は、肝細胞癌におい

てFDG四PETが麗療分化度、肝切除後の予後の予測に有用かを明らかにすることである。
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遠隔転移を認めず、前治書室長施行していない肝級胞癌切除予定症例70伊jにFDG四PETを施行した。総部の SUVと錨部・

非癒部のSUVの比(TNR)を測定し、腫重量分化度との関連性について検討した。術後累積及び無再発tt:存率はKapl担 aMeier

法iこで算出し、各国子を層jJlj化して 10富l'ank法にて比較検定した。多変最解析は Cox比例ハザードモデルを用いて行った0

2骨伊jにおいてp.即発現を免疫組織化学染色にて検索し、腫療分化度、呂UV'TNRとの関連性について検討した。

低分化運2のSUV'TNRは中分化型、高分化主主に比べて有意に高値であった。無再発生存率及び累積生符率は TNR高値

群で有d意I~低く、多変量解析においても独立した予後図子であった。 p.富p 発現は、高分イヒ型で中分化型、低分化型に比べて

有意に高憶であり、 SUV及びTNRと負の相関を示した。

以上の研究はFDG目PETを用いて術前に低侵重量的な方法で腫療分化度 e予後・化学療法の効果予測が出来るという ζ とを

明らかにし、目二F締胞痛の治療に主寄与するととるが多い。

したがって、本論文は博上(医学)む学位論文として価値あるものと認める。

なお、本学位授与申請者は、平成幼年3月38実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合格と認められたもので

ある。




